
監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定（計画） 対象数等

大気 空間線量率
（モニタリングポスト）

放射能対策課 全県

・阿賀町、新潟市西区、長岡市、南魚沼市、上越市の
６か所に可搬型モニタリングポストを緊急に設置
・柏崎刈羽地域11局及び新潟市西区1局、佐渡市関
岬1局の計13局で常時監視

・県内にモニタリングポスト30局
を設置し常時監視
・H24年度中に原発周辺30km圏
内に17局設置予定

30局

大気 空間線量率
（サーベイメータ）

保健体育課 県立学校
サーベイメータ３台購入。H23.9～11月、119校の県立
学校校庭等の放射線量測定を全県で実施。結果は
HPで公表済。

全県立学校校庭等の放射線量
の再測定を実施中

119校

大気 空間線量率
（サーベイメータ）

文書私学課 私立学校
H23.11～12月、私立学校18校で測定を実施。結果は
HPで公表済。

検討中 18校

大気 空間線量率
（サーベイメータ）

放射能対策課
市町村立
小・中学校
等

・１市町村１箇所、計30箇所の小・中学校を県が測定
・市町村への機器の貸し出し、市町村の測定支援、結
果の取りまとめ、公表
　27市町村735箇所で測定

継続
27市町村

大気 空間線量率
（サーベイメータ）

都市整備課 都市公園
南魚沼市の「八色の森公園」において放射線量を測
定（H23.10.6）

継続

大気 空間線量率
（サーベイメータ）

環境対策課 海水浴場
市町村16箇所、県３箇所の海水浴場の調査を実施、
県は３箇所の海水の放射性セシウム及びストロンチ
ウム分析を実施

市町村に測定を依頼済み
H23実績

市町村16箇所
県３箇所

大気 月間降下物 放射能対策課 全県
・柏崎市街局、刈羽局、新潟分室、上越環境セン
ター、佐渡環境センターの５箇所において毎月実施

継続 ５箇所

大気 日間降下物 放射能対策課 全県 ・新潟市西区において、開庁日に分析 継続 １箇所

大気 大気浮遊じん 放射能対策課 全県
柏崎刈羽原子力発電所周辺監視調査及び国の委託
調査として放射線監視センター新潟分室、柏崎市街
局、刈羽局、西山局の４箇所で常時採取・測定

調査地点を新発田、長岡、南魚
沼、上越、佐渡環境センター及
び村上、糸魚川地域振興局の
７箇所を追加

11箇所

監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定 対象数等

陸土・泥 一般土壌 放射能対策課 全県 航空機サーベイの補足調査として県内38箇所で実施
県内30箇所（市町村１箇所）で
実施予定

H23実績
38箇所

陸土・泥 農地土壌 農産園芸課 全県
４月：県内５地点を分析・公表
11月：県内62地点を分析・公表

定点測定（５地点）を実施
H23実績
のべ67箇所

陸土・泥
海底土
河川底質

放射能対策課

水産課

阿賀野川
及びその沖
合

・8月に阿賀野川沿い８箇所で泥（河川底質及び打ち
上げられた泥）を採取、８、11月３月に阿賀野川沖５箇
所で海底土を採取

継続
H23実績

底質等８箇所
海底土５箇所

監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定 対象数等

海水・陸水 海水
放射能対策課

水産課

柏崎港沖、
新潟港沖、
阿賀野川
沖等

・柏崎刈羽原子力発電所周辺監視調査及び国の委
託事業で柏崎港沖、新潟港沖で海水を採取
・８、11月３月に阿賀野川沖５箇所で海水を採取

調査地点として岩船港沖、寺泊
港沖、直江津港沖、姫川港沖、
両津港沖、小木港沖の６地点を
追加（年２回採取）

H23実績
海水７箇所

海水・陸水 プール 保健体育課 県立学校 H23.6月水質検査実施。結果はHPで公表済。 実施の予定はない
H23実績
６箇所

海水・陸水 河川水等 水産課 県内産

H24年2月に実施
県内産魚介類で放射性物質が検出された際に原因を
調査するため河川水、井戸水、養殖場取水路の泥、
養殖池のミズゴケ、養殖用餌を採取し、測定

必要に応じて実施

福島第一原発事故に伴う県内の監視調査（Ｈ２４．5月現在） 資料　６



監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定
対象数又は
実績等

水道水・
食品

河川水 生活衛生課 全県
水道水源として信濃川、魚野川、五十嵐川、阿賀野
川の４箇所の河川水を採取・測定

阿賀野川及び信濃川水系に加
え、水道水源となっているその
他水系の河川水（加治川等）を
採取・測定

県内８箇所

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

検査計画に従って実施 継続

食品・流通課 県内産
葉物野菜の定点モニタリング、野菜・果樹の出荷前検
査

検査計画に従って実施
(出荷前又は出荷初期に過去に
県外産で100Bq/Kg超のセシウ
ムが検出され、新潟県でも生産
している品目）

産地市町村
ごとに1検体
（周年の場合
はその後定
期的に実施）

水道水・
食品

農林水産物
（山菜）

食品・流通課 県内産

検査計画に従って実施
(出荷前又は出荷初期に過去に
県外産で100Bq/Kg超のセシウ
ムが検出され、新潟県でも生産
している品目）

産地市町村
ごとに1検体

水道水・
食品

農林水産物
（茶）

食品・流通課 県内産 検査計画に従って実施

産地市町村
ごとに1検体
を茶期ごとに
実施

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

検査計画に従って実施 継続

食品・流通課

林政課
県内産

検査計画に従って実施
(出荷前又は出荷初期に過去に
県外産で100Bq/Kg超のセシウ
ムが検出され、新潟県でも生産
している品目）

産地市町村
ごとに1検体
（周年の場合
はその後定
期的に実施）

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

検査計画に従って実施 継続

水産課 県内産
生活衛生課で実施
（週4検体（県内産2、県外産2）を準備）：検体収集の
み

継続

水道水・
食品

畜産物
（卵）

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

検査計画に従って実施 継続

水道水・
食品

加工食品
（乳・乳製品）

生活衛生課
県内流通
品

検査計画に従って実施 継続

水道水・
食品

加工食品
（その他）

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

－ 検査計画に従って実施

畜産課 県内産 生活衛生課の検査計画に従って実施 継続

生活衛生課 県内産 検査計画に従って実施 継続

水道水・
食品

畜産物
（食肉）

生活衛生課
県内産及び
県内流通品

検査計画に従って実施 継続

水道水・
食品

農林水産物
（豚肉）

食品・流通課
畜産課

県内産 検査計画に従って実施
産地市町村ご
とに1検体を定
期的に実施

水道水・
食品

農林水産物
（はちみつ）

食品・流通課
畜産課

県内産 検査計画に従って実施
産地市町村
ごとに1検体

農産園芸課 県内産 玄米74点、大豆・そば9点、大麦2点を分析・公表 実施予定

食品・流通課
消費者行政課

県内産及び
県内流通品

週に県内産1点、県外産1点を分析・公表 H23年産米で当面継続中
平成23実績
県内産22検体
県外産11検体

水道水・
食品

畜産物
（牛全頭検査）

畜産課
県内で出
荷する牛肉

県内で飼養され、と畜された牛の検査を８月から実施 継続

水道水・
食品

畜産物
（稲わら）

畜産課
県内産及び
県内流通品

県外産汚染稲わら（H22年度産）及び県内産稲わら
（H23年度産）の検査を実施

必要に応じて実施を検討

水道水・
食品

畜産物
（牧草等）

畜産課 県内産 妙法育成牧場の牧草等の検査を実施
雪解け後（5～6月）に牧草等の
検査を実施予定(妙法育成牧
場）

水道水・
食品

畜産物
（牛ふん堆肥）

畜産課 県内産
汚染稲わら給与牛の牛ふんを原料とした堆肥の検査
を実施

実施の予定はない

水道水・
食品

堆肥
（稲わら堆肥）

農産園芸課 県内産
震災以降、野外において堆肥化された稲わら堆肥の
検査を実施

実施の予定はない
H23実績
１検体

水道水・
食品

野生鳥獣の肉 環境企画課
県内で捕
獲したもの

県内４地域（下越、中越、魚沼、上越）において、４種
の野生獣（ツキノワグマ、イノシシ、ニホンジカ、ノウサ
ギ）の肉の放射性物質検査を実施。結果をＨＰで公
表。
検査期間：H23.10～H24.3（予定）

野生鳥獣（ツキノワグマ、イノシ
シ、ニホンジカ、ノウサギ、カル
ガモ、キジ、ヤマドリ）の肉を提
供いただいた場合に放射性物
質検査を実施。結果をHPで公
表。

水道水・
食品

農林水産物
（きのこ類）

水道水・
食品

農林水産物
（野菜類・果実
類）

水道水・
食品

農林水産物
（魚介類）

水道水・
食品

畜産物
（原乳）

水道水・
食品

穀類（玄米、大
豆、そば、麦）



監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定
対象数又は
実績等

食事 日常食 放射能対策課
県内在住
の方

５世帯（柏崎）＋５世帯（新潟）／月、12月～3月までの
毎月実施

継続

食事 県立学校給食 保健体育課
学校給食
食材で県
外産のもの

ガンマ線スペクトロメータ７台購入。H24.1.26から県立
学校給食用食材検査を実施し、結果は随時公表して
いる。市町村が実施する学校等給食用食材検査につ
いて、支援体制整備中。

県立学校の給食食材の検査は
継続、市町村が実施する学校
等給食用食材検査について支
援

食事
児童福祉施設
給食

児童家庭課
障害福祉課

児童福祉
施設給食
食材

県及び市町村の計画に沿って県内６か所に設置した
簡易型検査機により、H24.2.18から測定を実施し、結
果を公表。

継続

H23実績
県立児童福
祉施設５、市
町村７

食事
消費者の持込
食材

消費者行政課
県民が持ち
込む食材

県内３箇所（新潟市、長岡市、上越市）で実施 継続
H23実績
２０３件

内部被ば
く

母乳 健康対策課
県内在住
の方

H23.5.7～H23.5.18　県内定住の授乳中の者7名の協
力を得て実施

必要に応じて実施を検討
H23実績
７人

内部被ば
く

ホールボディカ
ウンターによる
測定

医務薬事課
福島県から
避難してきた
方

福島県からの依頼に基づきH23.10.24から実施 継続
H24.4.30実績
552人

内部被ば
く

ホールボディカ
ウンターによる
測定

医務薬事課
一般住民で
希望する方

- H24.5.1から実施

監視対象 項目 担当課 調査対象 23年度実績 24年度予定
対象数又は
実績等

濃縮等・
蓄積系

浄水場汚泥 生活衛生課
市町村浄
水場

浄水場汚泥が発生する県内28施設の水道事業者
が、必要と認める頻度で実施

継続 28施設

濃縮等・
蓄積系

下水道汚泥 下水道課
下水道終
末処理場

新潟浄化センターの乾燥汚泥→週1回
全8処理場（新潟～国府川浄化センター）の脱水汚泥
と中越流泥の乾燥汚泥→月1回

継続

濃縮等・
蓄積系

工業用水道汚泥 施設課
企業局所
管の工業
用水施設

保管汚泥の空間線量測定（週一回）、
発生汚泥の放射能濃度測定（発生の都度、随時）

継続
H23実績
1箇所

濃縮等・
蓄積系

汚泥
（GS)

放射能対策課
柏崎・刈羽
地域

柏崎刈羽地域及び新潟市の計７箇所のガソリンスタ
ンドの洗車場の汚泥を測定

必要に応じて実施を検討
H23実績
７箇所

濃縮等・
蓄積系

汚泥
（側溝汚泥など）

放射能対策課 全県 H23.8分析 必要に応じて実施を検討

濃縮等・
蓄積系

汚泥
（県立学校）

保健体育課 全県
放射線量の高い県立学校校庭等の汚泥除去済。学
校構地内で保管している除去土の線量検査を月1回
実施。

継続

濃縮等・
蓄積系

焼却灰 廃棄物対策課

市町村等
の一般廃
棄物焼却
施設

焼却施設設置者（市町村、一部事務組合等）が、必要
と認める頻度で実施

継続

濃縮等・
蓄積系

最終処分場放流
水・周縁地下水

廃棄物対策課

市町村等
の一般廃
棄物最終
処分場

最終処分場設置者（市町村、一部事務組合等）が、必
要と認める頻度で実施

継続

農産園芸課
県内産の
腐葉土

商業振興課
流通してい
る腐葉土

県内で製造販売されている腐葉土はないことを確認、
県内に流通している栃木県産腐葉土３検体を測定

実施予定はない
H23実績
３検体

濃縮等・
蓄積系

腐葉土


